
T s u C i t y

■公債費の推移（一般会計当初予算額）

（単位：億円）■市債発行額の推移（一般会計当初予算額）

※臨時財政対策債：元利償還金の全額が地方交付税に算入される市債。実質的な地方交付税 ※合併特例事業債：元利償還金の7割が後年度の地方交付税に算入される市債

１８－(１)－① 市債・基金の状況（予算ベース）①18.財政運営

（単位：億円）

499



T s u C i t y

１８－(１)－② 市債・基金の状況（予算ベース）②

■市債残高の年度末見込額（一般会計）

■財政調整基金から一般会計への繰入金

※当初予算繰入金は、基金残高に対してマイナス要素であるため、グラフ作成上、マイナス表記としたもの。 ※平成18年度繰入金、23年度繰入金については、6月補正後予算額。

（単位：億円）

（単位：億円）
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歳入における新規の市債発行額（普通会計ベース）実質公債費比率と将来負担比率の推移

（単位：億円）
（単位：兆円）

財政調整基金年度末残高の推移 市債借入年度末残高と全国地方公共団体地方債残高の推移（普通会計ベース）

１８－(２) 市債・基金の状況（決算ベース）

（単位：億円）

（単位：億円）

※見込には繰越事業含む

18.財政運営



T s u C i t y

減債基金年度末残高の推移

１８－(３)－① 市債・普通建設事業費・減債基金の推移

市債償還額（その年に返したお金）の推移

普通建設事業費（インフラ・公共施設の整備に使うお金）の推移市債借入残高（借りているお金）の推移

502

18.財政運営
令和７年２月２７日更新



T s u C i t y

１８－(３)－②【市長コラム】新たな局面を迎えた津市財政

令和４年４月１日号 広報津より

503
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504

合併特例事業債 ～平成１９年度から令和６年度までの起債借入額と７年度の起債借入見込額～

１８－(４)－① 合併特例事業債の活用①

【単位：百万円】

18.財政運営

H19～R6年度 令和7年度（見込） H19～R6年度 令和7年度（見込）

中央学校給食センター建設 1,351.7 - 産業・スポーツセンター施設・進入路整備 13,968.6 -

給食受入搬出施設改修（橋北中ほか13校） 210.7 - 芸濃武道場の耐震補強 2.6 -

給食施設等改修（立成小） 145.7 - 市民テニスコート整備 1,148.5 -
小中学校の大規模改修（9校）、長寿命化等の改修（18校）、増築（7校） 8,622.5 807.9 久居アルスプラザ整備 4,482.5 -

学校施設等耐震整備 798.2 - 文化財施設（旧明村役場庁舎等）整備 100.3 -

学校施設トイレ改修 852.9 - 埋蔵文化財センター多気北畠氏遺跡調査分室耐震補強 0.5 -

学校施設エアコン整備（1134教室） 2,789.4 - 新最終処分場建設（リサイクルセンター含む） 7,561.3 -

みさとの丘学園整備(通学路含む） 750.8 - 旧白銀環境センター跡地等整備 27.3 -

新斎場整備 2,164.6 -

まちづくり振興基金の設置 3,800.0 -

北口保育園園舎改築 339.4 - 久居駅周辺地区都市再生整備

雲出保育園園舎移転 164.0 - （東口駐輪場・耐震性貯水槽・防災備蓄倉庫整備）

たるみ児童福祉会館増築 23.4 - 上之段・河原新田作業所の耐震補強 0.6 -

放課後児童クラブ整備（18施設） 287.2 90.2 広域農道整備事業負担金 120.4 -

市立認定こども園整備（道路整備含む）（4園） 1,676.9 - 道の駅津かわげ整備 212.1 -

地域防災情報通信システム（同報系）整備 1,558.9 - 榊原自然の森温泉保養館再整備 762.9 -

地域防災情報通信システム（移動系）整備 625.0 - 津駅前線の整備（道路の維持） 18.1 57.5

防災物流施設整備 389.2 - 上浜元町線の整備（道路の新設・改良） 1,173.1 -

消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター整備 1,030.0 - 広明町河辺町線の整備（道路の新設・改良） 11.3 50.4
消防施設整備（中署、北署、美里榊原分署、一志分署、南分署、西分署等） 1,729.6 677.0 内多清水ヶ丘線の整備（道路の新設・改良） 56.0 97.9

消防車両購入（救急車・資機材購入・消防車含む） 809.6 - 半田久居線・雲出野田線の整備（道路の新設・改良） 773.2 904.2

消防団詰所・車庫改築・車両購入 359.1 93.4 県道一志美杉線道路事業負担金（矢頭トンネル） 738.3 -

耐震性防火水槽整備 378.4 - 相川小戸木橋線街路事業負担金 62.8 -

既存ホール整備（リージョン・白山） 449.0 - 河芸町島崎町線道路改良事業負担金 144.8 83.7

創造ホール整備（安濃） 192.2 - 本庁舎大規模改修 234.0 -

豊が丘会館別館新築 151.3 - 本庁舎周辺整備（応急診療所及び教育委員会庁舎整備分） 606.5 -

津南防災コミュニティセンター整備 205.6 - 本庁舎周辺整備（北工事事務所整備分） 286.7 -

新町会館整備 294.9 - 久居庁舎整備 759.2 -

津西会館別館整備 201.2 - 香良洲庁舎耐震補強等改修 59.1 -

安東コミュニティセンター整備 157.0 - 一志庁舎改築等 181.3 -

高茶屋市民センター改修 63.6 - 美杉総合文化センター整備（庁舎耐震分） 212.3 -

北口文化会館耐震補強 7.6 - 千里ヶ丘出張所・公民館、倭出張所の耐震補強 2.1 -

中央公民館・社会福祉センター移転改修 611.2 - 倭出張所新築移転 48.8 -

公民館改修（高宮、河芸） 45.3 - 久居ふるさと文学館改修 86.4 -

公民館耐震補強等（倭、元取） 126.0 - 公共施設等（津市体育館等）の除却 340.4 98.6

公民館施設整備（一身田、橋南） 303.0 - 合　　計 68,085.9 2,960.8

教育集会所耐震補備（長野教育集会所） 2.8 -

継続実施の事業

151.2

防
災
・
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起債借入額
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事業内容
起債借入額
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三重短期大学改修（エレベーター増設、渡り廊下耐震化補
強等）

84.8 -



T s u C i t y

１８－(４)－② 合併特例事業債の活用②
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１８－(４)－③ 合併後の津市の財政と事業展開18.財政運営
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T s u C i t y

１８－（４）－④【市長コラム】法改正を求めて奔走した市長たち

平成３０年７月１日号 広報津より
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１８－（４）－⑤【市長コラム】またとないチャンスを生かしきる

令和２年１月１日号 広報津より
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１８－（４）－⑥【市長コラム】健全財政の下で進める大型事業18.財政運営

令和７年２月１日号 広報津より
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１８－(５) 一般会計性質別歳出決算額の推移

一般会計性質別歳出決算額の推移（平成１８年度～令和６年度）

（億円）
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18.財政運営

≪扶助費の内訳≫ （令和6年度決算） （単位：億円）

老人福祉関係 医療費給付関係 児童福祉関係 生活保護費関係 その他

うち児童手当

金額 126 39 22

区分

107 4 19 51

障がい者福祉関係



T s u C i t y

１８－(６) 特別滞納整理の推進

■取扱債権における収納率の推移

■特別滞納整理推進室における執行状況

Ｈ23. 4 ・収税課内に特別滞納整理推進室を設置し、
市税、国民健康保険料（税）、 介護保険料、
保育所入所負担金の困難債権の徴収を開
始

Ｈ24.12 ・後期高齢者医療保険料の困難債権の徴収
を開始

Ｈ25.  4 ・下水道受益者負担金・分担金困難債権の
徴収を開始

【特別滞納整理推進室の主な役割】
①効率的、効果的な徴収の実現
・税の手法を用いた厳正な滞納処分の執行に
よる収納率の向上と歳入の確保
②全庁的な徴収環境の強化
・研修会を 開催し職員の資質とスキルの向上
を図る

特別滞納整理推進室設置から、滞納繰越分は大幅に改善。
現年度の収納率も向上。また、室の取組の波及効果として、
原課の徴収意識の変化も生み出し、全庁的な徴収努力を
展開。

■これまでの経過 ■これまでの実績と効果

【推進体制（R７.4.1現在）】
特別滞納整理推進担当理事、特別滞納整理推進
担当参事兼特別滞納整理推進室長ほか、計７名
の職員体制で特別滞納整理を推進

※青色太枠内は、特別滞納整理推進室が債権を引き受けた年度における原課の収納率

※実質債権額は、移管債権額から当該年度内に執行停止処分を行った債権額を除いた実質の債権額
※徴収金の総額には、前年度引受分で当該年度に徴収した額も含みます。

18.財政運営

■取扱債権における収納率の推移  単位：％

債権種別 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

市税（個人県民税含む） 98.2 98.4 98.6 98.8 99.0 99.1 99.2 99.2 99.2 99.1 98.9 99.3 99.3 99.3 99.4

国民健康保険料（税） 87.9 88.5 89.4 89.4 90.4 90.8 90.8 91.3 91.6 92.1 93.0 93.7 93.6 93.6 93.7

介護保険料 98.5 98.6 98.7 98.7 99.0 99.2 99.1 99.2 99.5 99.6 99.6 99.6 99.7 99.7 99.8

保育所入所負担金 98.0 98.4 98.5 98.5 98.4 98.6 98.5 98.1 99.1 99.5 99.7 99.8 99.7 99.5 99.3

後期高齢者医療保険料 - 99.1 99.2 99.2 99.6 99.8 99.6 99.8 99.7 99.7 99.8 99.9 99.8 99.8 99.8

下水道受益者負担金・分担金 97.5 91.3 86.4 87.3 90.7 95.8 95.0 91.9 87.6 90.0 94.1 92.5

市税（個人県民税含む） 21.2 22.7 23.0 25.1 23.0 22.1 27.9 27.3 27.3 27.7 28.9 36.9 27.6 28.2 37.7

国民健康保険料（税） 10.3 15.8 21.0 21.7 21.9 22.4 23.3 24.3 25.0 25.5 26.3 22.4 22.8 24.2 23.9

介護保険料 10.8 18.4 22.2 28.0 27.8 28.7 30.0 31.3 32.1 30.8 32.0 32.1 33.4 30.4 35.4

保育所入所負担金 11.9 16.1 18.5 21.6 18.8 21.9 19.7 22.4 38.1 39.3 33.3 37.5 41.0 50.1 39.6

後期高齢者医療保険料 - 33.0 40.8 54.4 54.9 55.9 53.2 48.1 44.0 44.0 44.1 40.7 49.0 44.3 49.6

下水道受益者負担金・分担金 18.5 32.7 22.9 37.9 34.6 21.2 30.9 50.1 51.2 44.8 44.7 43.2 28

現
年
度
分

滞
納
繰
越
分

（円） （円） （件） （件） （件） （件） （件）

市税（個人県民税含む） 565 615,126,950 486 416,701,448 130 43 12 290 10

国民健康保険料（税） 295 143,860,462 371 61,799,960 198 9 0 386 1

介護保険料 71 10,202,291 95 6,158,519 53 1 0 108 0

保育所入所負担金 16 1,458,637 16 796,099 5 0 0 3 0

後期高齢者医療保険料 10 814,147 16 2,116,846 8 1 0 30 0
下水道受益者負担金・分担金 13 733,850 13 480,860 10 0 0 10 0

計 970 772,196,337 997 488,053,732 404 54 12 827 11

市税（個人県民税含む） 7,798 13,571,199,062 6,785 4,826,560,965 1,979 583 280 5,046 173

国民健康保険料（税） 3,106 1,835,467,697 4,337 1,134,941,896 1,733 66 0 3,246 10

介護保険料 1,005 105,668,603 1,313 107,960,213 692 20 0 1,023 1

保育所入所負担金 294 98,010,705 366 44,794,300 180 3 0 290 2

後期高齢者医療保険料 159 25,788,145 218 28,399,169 113 7 0 174 0
下水道受益者負担金・分担金 66 6,825,280 73 7,121,862 30 1 0 37 0

計 12,428 15,642,959,492 13,092 6,149,778,405 4,727 680 280 9,816 186

13,398 16,415,155,829 14,089 6,637,832,137 5,131 734 292 10,643 197

件数
実質債権額
（本税・本料の額）

交付
要求

移管を受けた滞納債権

件数

徴収金の総額

（督促手数料・延滞金含む）

換価・充当処分

室設置以来の総実績

実績
年度

債権種別

Ｈ23～Ｒ5
（１３カ年）

滞納処分

差押
交付
要求

執行
停止

差押

Ｒ6
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１８－(７)－① 令和８年度当初予算の概要18.財政運営

本市は、令和８年１月１日に合併２０周年を迎えました。
新たな２０年の幕開けとなる令和８年度は、合併に伴う多彩な事業を盛り込む拡大基調の予算から、市民の暮らしを支え、
まちの未来を着実に築いていく安定予算に転換する年です。
令和８年度予算は、「均整のとれた安定予算」として編成し、「こどもの未来」、「都市の未来」、「安心の未来」の３つのテーマ
に沿った施策を推進し、物価高騰対策をはじめ各分野の喫緊の課題に堅実に取り組むこととしました。

令和８年度当初予算の基本的な考え方
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１８－(７)－② 令和８年度一般会計当初予算

513
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１８－(７)－③ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業①18.財政運営
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１８－(７)－④ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業②18.財政運営
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１８－(７)－⑤ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業③18.財政運営
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１８－(７)－⑥ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業④18.財政運営
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１８－(７)－⑦ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑤18.財政運営
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１８－(７)－⑧ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑥18.財政運営
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１８－(７)－⑨ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑦18.財政運営
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１８－(７)－⑩ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑧18.財政運営
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１８－(７)－⑪ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑨18.財政運営
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T s u C i t y

１８－(７)－⑫ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑩18.財政運営
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T s u C i t y

１８－(７)－⑬ 令和８年度一般会計当初予算の主な事業⑪18.財政運営
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T s u C i t y

１８－(８)－① ふるさと津かがやき寄附①

ふるさと津かがやき寄附（ふるさと納税）

生まれ育った地域、進学・転勤などで住んだことのある地域、両親・祖父母が
生活している地域、仕事先など生活の中心となっている地域。
ふるさと津かがやき寄附（ふるさと納税）は、そんな「ふるさと」の地方公共団体に「寄附」をすることで、ふるさとを応援
する仕組みです。皆さんからお寄せいただいた「寄附」は、津市の未来へつなぐまちづくりに使わせていただきます。

～あなたの想いを
津市のまちづくりに～

単位：円

使途別 件数（件） 寄附金額（円）

①こどもたちが未来にむかってかがやくまちづくり 4,192 155,759,500

うち、私立高等学校・短期大学支援 310 9,633,000

三重短期大学の教育環境充実 47 1,299,000

②歴史文化を未来に伝えるまちづくり 361 12,130,000

③自然環境を生かし、未来につなげるまちづくり 984 34,527,000

①～③のいずれでもよい 2,005 70,769,100

④津城跡の整備 347 11,801,507

⑤多気北畠氏城館跡周辺のまちづくり 61 1,923,000

合計 7,950 286,910,107

ふるさと津かがやき寄附の使途別実績（令和６年度）

年度
平成20年度
～令和元年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

寄附額 223,167,122 178,115,889 249,410,302 216,462,001 237,933,550 286,910,107

これまでの寄附実績（平成20年度～令和６年度） 累計額 13億9,199万9千円
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T s u C i t y

１８－(８)－② ふるさと津かがやき寄附②

一度に１万円以上ご寄附いただいた市外在住の方（個人）に津市の特産品等を贈呈寄附者への特典

精肉・

肉加工品等

果物・
野菜等

その他

「感謝の品」取扱事業所 ８１事業所 （令和８年２月２５日時点）

加工食品・
菓子類等

・株式会社大里食肉センター
・有限会社一志ピックファーム
・ＭＹＶ株式会社（松阪牛三重松良）
・松阪牛 寿ゞきん（いせもん本店）

・名産松阪肉 朝日屋
・丸栄食品株式会社（肉の大和屋）
・松阪牛一頭買い専門店竹屋牛肉店
・株式会社堀坂

・鈴木果樹園
・前川果樹園
・果樹秀専
・自然家 和（むすび）

・三交不動産株式会社（三交ハレノヒファーム）
・きたざわ農園株式会社
・津安芸農業協同組合
・津インターファーム

・有限会社よこや製茶
・株式会社富士珈琲
・株式会社丸大大森
・有限会社平治煎餅本店
・町屋百菜合同会社
・株式会社夢工場麦
・株式会社川魚問屋丸三商店
・株式会社野田米菓
・株式会社北山水産
・パティスリーナカジマヤ

・株式会社羽根
・ships株式会社
・フタバ食品株式会社
・株式会社ムッシュ・コウノヤ
・プリンタイム
・株式会社 Le Tronc
・株式会社PakuPaku
・株式会社ミルクパレット
・株式会社丸新水産
・株式会社福寿軒（T²の菓子工房）

・おぼろタオル株式会社
・株式会社おやつタウン
・株式会社咲楽
・大衛株式会社
・藤田医科大学 七栗記念病院
・株式会社一志ゴルフ倶楽部
・一般社団法人津カントリー倶楽部
・三甲ゴルフ倶楽部榊原温泉コース
・株式会社マリーナ河芸

・トーシンリゾート株式会社
・フランスベッド販売株式会社
・伊東種苗園
・タイガー魔法瓶株式会社
・株式会社鳥鹿養鶏園
・榊原温泉 湯の瀬
・アスクル株式会社
・Keica Flower
・株式会社日本旅行
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・株式会社南翠（麺処やま田）
・コトノハ
・株式会社MARUKAN
・マリンフーズ株式会社
・有限会社赤塚製麺
・有限会社お焼屋
・Atelier petit a petit
・DE CARNERO CASTE
・株式会社クラフトフレッシュカネテ

・株式会社やま幸
・株式会社ひさいスポーツ
・王子製薬株式会社
・臼井織布株式会社
・楽天グループ株式会社
・ヒストリーパーク塚原オートキャンプ場

・株式会社I・T・O貿易
・株式会社TANKUS
・有限会社伊勢屋
・緑彩

・株式会社PALME
・トキノワ u.Baumkuchen
・株式会社伯藤久庵
・鰻つたや
・魚泉水産

・有限会社大西畜産
・山地酪農 珠の牧

・株式会社プレーリードッグ



T s u C i t y

１８－(８)－③ ふるさと津かがやき寄附③

私立高等学校・短期大学、津市立三重短期大学を指定した寄附の募集開始令和４年４月26日～

これまで 令和４年４月26日～

こどもたちが未来に向かってかがやく
まちづくり

歴史文化を未来に伝えるまちづくり

自然環境を生かし、未来につなげるま
ちづくり

津城跡の整備

多気北畠氏城館跡周辺のまちづくり

こどもたちが未来に向かってかがやく
まちづくり※

※のうちいずれでも良いの選択も可能

私立高等学校・短期大学支援

※上記はいずれでも良いの選択も可能

津市立三重短期大学の教育環境充実

歴史文化を未来に伝えるまちづくり※

自然環境を生かし、未来につなげるま
ちづくり※

津城跡の整備

多気北畠氏城館跡周辺のまちづくり
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